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国
土
交
通
省
、経
済
産
業
省
、

環
境
省
の
三
省
は
先
ご
ろ
、「
社

会
資
本
整
備
審
議
会　

建
築
分

科
会　

建
築
環
境
部
会
建
築
物

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
等

小
委
員
会
」
な
ど
の
合
同
会
議

を
開
き
、
住
宅
性
能
表
示
の
断

熱
等
性
能
等
級
に
お
い
て
、
Ｚ

Ｅ
Ｈ
水
準
を
上
回
る
等
級
を
創

設
す
る
案
を
示
し
た
。

住
宅
表
示
制
度
の
断
熱
等
性

能
等
級
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
省
エ
ネ
基
準
レ
ベ
ル
の
等
級

４
ま
で
し
か
設
定
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

し
か
し
、
８
月
に
公
表
さ
れ

た
「
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
住

宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
対
策
等

住
宅
性
能
表
示
制
度
の
断
熱
等
性
能
等
級
で
、Ｚ
Ｅ
Ｈ
水
準
を
上
回
る
等
級
を
設
定
す
る
検
討
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。国
は
先
ご
ろ
開
催
し
た
会
議
で
、Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
20
が
設
定
し
た
外
皮
グ
レ
ー
ド
で
あ
る
Ｇ
２・
Ｇ
３
に
匹
敵
す

る
性
能
の
等
級
６・
等
級
７
を
設
け
る
と
い
う
案
を
示
し
た
。
等
級
７
の
暖
冷
房
に
か
か
る
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
の
削
減
率
は
概
ね
40
％
削
減
と
な
っ
て
お
り
、２
０
５
０
年
の
住
宅
脱
炭
素
化
に
向
け
て
、関
連
制
度

の
見
直
し
が
加
速
し
て
い
る
。

Ｚ
Ｅ
Ｈ
よ
り
上
位
の
等
級
６・７
の
創
設
を
検
討

住
宅
脱
炭
素
化
に
向
け
、対
応
が
加
速

の
あ
り
方
検
討
会
」
の
と
り
ま

と
め
で
、
よ
り
高
い
省
エ
ネ

性
能
を
実
現
す
る
ト
ッ
プ
ア
ッ

プ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て

「
住
宅
性
能
表
示
制
度
の
上
位

等
級
と
し
て
多
段
階
の
断
熱
性

T O P I C S

長期優良住宅化リフォームの公布申請受付期間を延長
国土交通省
性能向上リフォームの工事に対する費用を補助する「長期優良住宅化リフォーム推進事
業」の令和3年度の公布申請の受付期間を令和4年1月31日まで延長する。これまでは令和
3年12月24日までだった。延長するが、予算がなくなり次第、交付申請の受付を終了する。

新築戸建てのLow-複層ガラス普及率が86％超に
板硝子協会
令和2年度の「複層ガラス・エコガラス普及率調査」によると、新築戸建て住宅での複層ガ
ラス普及率は3年連続で98%超に。また、エコガラス（Low-E複層ガラス）は前年より増えて
86.4%と過去最高になった。

住宅設計、在宅勤務スペースの採用率が86%に
（一財）住宅金融普及協会
「住宅の設備および仕様等に関する事業者アンケート調査」によると、住宅事業者の8割
超が一部の住宅に、新型コロナ感染予防の住宅設計を取り入れている。採用（可能）率は、
「在宅勤務スペース」86%、「宅配ボックス」82%、「玄関に手洗い設備」71%となっている。

能
を
設
定
す
る
」
と
い
う
施
策

が
盛
り
込
ま
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
新
た
に
Ｚ
Ｅ

Ｈ
水
準
相
当
の
等
級
５
の
設
定

に
向
け
行
政
手
続
き
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

さ
ら
に
今
回
、
省
エ
ネ
に
関

し
て
ト
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
取
り
組

み
を
よ
り
推
進
し
て
い
く
観
点

か
ら
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
水
準
を
上
回
る

等
級
と
し
て
、
等
級
６
、
等
級

７
の
案
が
示
さ
れ
た
。

案
で
は
、
等
級
６
は
暖
冷
房

に
か
か
る
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
を
省
エ
ネ
基
準
か
ら
概
ね

30
％
削
減
、
等
級
７
は
概
ね

40
％
削
減
を
目
安
に
設
定
。

等
級
６
・
７
と
も「
２
０
２
０

年
を
見
据
え
た
住
宅
の
高
断
熱

化
技
術
検
討
委
員
会
」（
Ｈ
Ｅ

Ａ
Ｔ
20
）
の
外
皮
性
能
グ
レ
ー

ド
を
参
考
。
一
部
地
域
で
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
削
減
量

が
上
振
れ
し
て
し
ま
う
こ
と
か

ら
、
数
値
の
調
整
は
行
わ
れ
て

い
る
も
の
の
、等
級
６
は
Ｇ
２
、

等
級
７
は
Ｇ
３
の
数
値
が
引
用

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、国
の
資
料
で
は
、等
級

６
・
７
を
実
現
す
る
た
め
の
仕

様
例
も
示
し
た
。
等
級
６
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、６
地
域（
東

京
な
ど
）
で
、
壁
で
は
高
性
能

グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
16
Ｋ
（
１
０
５

㎜
）
に
付
加
断
熱
と
し
て
押
出

法
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
フ
ォ
ー
ム
３

種
（
25
㎜
）、
窓
は
Ｌ
ｏ
ｗ
‐

Ｅ
複
層
ガ
ラ
ス
（
Ｇ
12
）
に
樹

脂
サ
ッ
シ
と
い
う
仕
様
。
等
級

７
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
壁

で
は
高
性
能
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
20

Ｋ
（
１
０
５
㎜
）
に
付
加
断
熱

と
し
て
フ
ェ
ノ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム

（
１
０
０
㎜
）、
窓
は
ダ
ブ
ル
Ｌ

ｏ
ｗ
‐
Ｅ
複
層
ガ
ラ
ス
（
Ｇ

９
）
と
樹
脂
サ
ッ
シ
と
い
う
仕

様
だ
。

低
炭
素
建
築
物
の
認
定
基
準
と

誘
導
基
準
も
見
直
し

Ｚ
Ｅ
Ｈ
基
準
の
省
エ
ネ
性
能
に
整
合

今
回
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
さ
ら
な
る

普
及
拡
大
を
図
る
観
点
か
ら
、

エ
コ
ま
ち
法
に
基
づ
く
認
定
低

炭
素
建
築
物
の
認
定
基
準
と
、

建
築
物
省
エ
ネ
法
の
誘
導
基
準

を
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
基
準
の
省
エ
ネ
性

能
（
再
エ
ネ
除
く
）
に
整
合
さ

せ
る
検
討
に
も
入
っ
た
。
い
ず

れ
も
従
来
よ
り
も
高
い
省
エ
ネ

性
能
を
求
め
る
。　

加
え
て
、
低
炭
素
建
築
物
に

つ
い
て
は
、
新
た
に
太
陽
光
発

電
設
備
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
設
置
を
要
件
と
し
て

求
め
る
。

た
だ
し
、
設
置
要
件
は
条
件

不
利
地
域
や
高
層
の
住
宅
・
建

築
物
に
も
配
慮
し
た
水
準
と
す

る
考
え
だ
。

今
後
、
住
宅
性
能
表
示
制
度

で
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
水
準
を
上
回
る
等

級
の
創
設
、
低
炭
素
建
築
物
の

認
定
基
準
と
建
築
物
省
エ
ネ
法

の
誘
導
基
準
の
改
正
案
に
つ
い

て
は
、再
度
の
検
討
会
を
経
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
か
け

る
。
来
年
３
月
頃
に
公
布
を
行

う
予
定
だ
。

施
行
に
つ
い
て
は
、
国
土
交

通
省
は
、
審
査
体
制
の
構
築
の

状
況
や
事
業
者
の
状
況
も
踏
ま

え
て
今
後
設
定
し
た
い
、
と
し

て
い
る
。

住宅性能表示の現行水準とZEH水準、ZEH水準を上回る等級の水準案
現行水準 地域の区分

1 2 3 4 5 6 7 8

住宅品確法
断熱等
性能等級

等級2
（S55基準）

UA 0.72 0.72 1.21 1.47 1.67 1.67 2.35 ―
ηAC ― ― ― ― ― ― ― ―

等級3
（H4基準）

UA 0.54 0.54 1.04 1.25 1.54 1.54 1.81 ―
ηAC ― ― ― ― 4.0 3.8 4.0 ―

等級4
（省エネ基準　BEI＝1.0※1）

UA 0.46 0.46 0.56 0.75 0.87 0.87 0.87 ―
ηAC ― ― ― ― 3.0 2.8 2.7 6.7

ZEH 
一次エネ水準
（BEI＝0.8※2）

 強化外皮基準　 UA 0.40 0.40 0.50 0.60 0.60 0.60 0.60 ―

民間基準
（参考）

HEAT20　G1 UA 0.34 0.34 0.38 0.46 0.48 0.56 0.56 ―
HEAT20　G2 UA 0.28 0.28 0.28 0.34 0.34 0.46 0.46 ―
HEAT20　G3 UA 0.20 0.20 0.20 0.23 0.23 0.26 0.26 ―

▼
上位等級、ZEH水準を上回る等級の水準案 地域の区分

1 2 3 4 5 6 7 8

住宅品確法
断熱等
性能等級

等級5
（上位等級（パブコメ済））

UA 0.40 0.40 0.50 0.60 0.60 0.60 0.60 ―
ηAC ― ― ― ― 3.0 2.8 2.7 6.7

等級6
（ZEH水準を上回る等級）

UA 0.28 0.28 0.28 0.34 0.46 0.46 0.46 ―
ηAC ― ― ― ― 3.0 2.8 2.7 5.1

等級7
（ZEH水準を上回る等級）

UA 0.20 0.20 0.20 0.23 0.26 0.26 0.26 ―
ηAC ― ― ― ― 3.0 2.8 2.7 ―

※1 太陽光発電設備及びコージェネレーション設備の発電量のうち自家消費分を含む
※2 再生可能エネルギーを除く

低炭素建築物と誘導基準の現行基準と改正案
地域の区分

1 2 3 4 5 6 7 8
建築物
省エネ法
誘導基準

一次エネ基準（BEI） 0.9※ 1

外皮基準 UA 0.46 0.46 0.56 0.75 0.87 0.87 0.87 ―
η AC ― ― ― ― 3.0 2.8 2.7 6.7

エコまち法
低炭素建築物
認定基準

一次エネ基準（BEI） 0.9※ 1

外皮基準 UA 0.46 0.46 0.56 0.75 0.87 0.87 0.87 ―
η AC ― ― ― ― 3.0 2.8 2.7 6.7

▼
建築物
省エネ法
誘導基準

一次エネ基準（BEI） 0.8※ 2

外皮基準 UA 0.40 0.40 0.50 0.60 0.60 0.60 0.60 ―
η AC ― ― ― ― 3.0 2.8 2.7 6.7

エコまち法
低炭素建築物
認定基準

一次エネ基準（BEI） 0.8※ 2

外皮基準 UA 0.40 0.40 0.50 0.60 0.60 0.60 0.60 ―
η AC ― ― ― ― 3.0 2.8 2.7 6.7

※ 1 太陽光発電設備及びコージェネレーション設備の発電量のうち自家消費分を含む
※ 2 再生可能エネルギーを除く

断熱等性能等級
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